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方法は 10～12 歳の某 J リーグ下部組織に所属する男子サッカー選手（S 群）、S 群に比して競技レベルの劣る
一般的なサッカーチームに所属するサッカー選手（LS 群）、および一般児童（NS 群）を対象とし、Talent 
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熟練者群（Skilled、以下 S 群）として、某 J リーグ下
部組織に所属する競技レベルの高い男子サッカー
児童 110 名（4 年生 34 名、5 年生 35 名、6 年生 41
名）、非熟練者群（Less-Skilled、以下 LS 群）として、
一般的なサッカークラブに所属するＳ群と比して競技
レベルの低い男子サッカー児童 34 名（4 年生 8 名、5
年生 14 名、6 年生 12 名）、その他に、コントロール群









り練習日数はそれぞれ 3.2±0.6 日と3.4±0.5 日で有
意差はみられなかった。また、それぞれの週あたりの
練習時間も 6.3±1.3 時間と 6.7±1.0 時間で有意差
がみられなかった。NS 群には数名相撲、剣道、空手、
水泳のトレーニングを週 2 日以下行なっているものも





















図 1：Talent-Diagnose-System による 
選択反応時間測定図 
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きの反応時間を Complex Reaction Time（CRT）、上
肢 の み の 反 応 時 間 を eye-Hand Reaction Time


















年間身長増加量をとり Phase 分けした。Phase1＜ 2






S 群の 4 年生 10 人、5 年生 10 人、6 年生 11 人、NS
の 4 年生 12 名、5 年生 18 名、6 年生 15 名を対象と

















































比較検定の Scheffe テストを用いて分析した。S 群と





Ⅲ-１ 3 群の選択反応時間の比較 
S 群、LS 群、NS 群それぞれの CRT、HRT、LRT を
図４に示す。 
S 群の CRT は 794±127 msec（平均値±標準偏差、
以下同じ）であるのに対し、LS 群が 930±±119 
msec 、NS 群が 935±162msec であり、S 群が、LS 群
と NS 群より有意に短い反応時間を有していた（F 値
=24.378、df=2、p< 0.01）。しかし、LS 群と NS 群では
有意な差はみられなかった。HRT（S 群・584±84 
msec、LS 群・642±80 msec、NS 群・673±102msec； 
F=17.495、df= 2、ｐ< 0.01）、LRT（S 群・688±87 
msec 、 LS 群 ・ 768±90 msec 、 NS 群 ・ 794 ±





















図 4：S 群、LS 群の CRT、HRT、LRT の比較 
 
 
Ⅲ‐2 3 群間の学年ごとの CRT、HRT、LRT の比較 


















































































































































6 年生（F=8.170、df=2）の各学年群別の CRT を比較
すると、5 年生と（ｐ<0.01）と 6 年生（ｐ<0.01）で、LS 群
に比べS群が有意に短かった。また、4年生（ｐ<0.01）、
5 年生（ｐ<0.01）、6 年生（p<0.01）で NS 群に比べ S
群が有意に短かった （図 5a）。 
次に、4 年生（F=6.645、df=2）、5 年生（F=12.074、
df=2）、6 年生（F=3.543、df=2）の各学年群別の HRT
を比較すると、5 年生（p<0.05）で LS 群に比べ S 群が
有意に短かった。また、4 年生（p<0.01）、5 年生




を比較すると、5 年生（p<0.01）と 6 年生(p<0.05)で、
LS 群に比べ S 群が有意に短かった。また、４年生
（p<0.05）、5 年生（p<0.01）と 6 年生（p<0.01）で、NS
群に比べ S 群が有意に短かった （図 5ｃ）。 
一方、CRT、HRT、LRT のどれにおいても、すべて




表１： ３群間の各学年における CRT、HRT、LRT の平均と標準偏差 
 
 
学 年   CRT （msec） HRT （msec） LRT （msec） 
 S 889±138 624±72 748±98 
4 年生 LS 984±74 656±65   803±89 
 NS 1030±112 725±92 825±103 
 S 765±104 582±99 667±64 
5 年生 LS 946±110 666±58 777±61 
 NS 943±187 691±108 806±154 
 S 741±88 553±67 655±69 
6 年生 LS 876±139 605±101 734±113 




Ⅲ‐3 3 群間の CRT、HRT、LRT の学年間比較 
 図 5 a～c のグラフを群ごとに並べ替えたものを 
図 6a～ｃ に示す。対応する値は 図 5 a～c と同じで
ある。 
CRT では、S 群（F=15.213、df=2）で 4 年生と 5 年
生（p<0.01）、および 4 年生と 6 年生（p<0.01）の間に
有意な短縮がみられた。一方、NS 群（F=7.295、


















図 6a： 3 群の CRT における学年間比較 
 HRT では、S 群（F=6.766、df=2）で 4 年生と 6 年
生（p<0.01）の間で有意な短縮がみられた。一方、NS
群（F=7.068、df=2）では 4 年生と 6 年生（p<0.01）およ
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LRT では、S 群（F=10.635、df＝2）で 4 年生と、5 年























 S 群の測定時の身長は 4 年生（10）：139.4±
4.7cm、5 年生（10）：148.6±6.1cm、6 年生（11）：
159.9±8.7cm であった。一方、NS 群の身長は、4 年
生（12）：133.4±4.7cm、5 年生（18）：141.7±6.7cm、
6 年生（15）：147.5±8.7cm であった。 
S 群と LS 群の各学年における身長成長速度曲線
の典型例を図 7a、b および図 8a～c に示す。S 群に
おいて、Phase2 だと考えられる児童が 4 年生で 0 人、
5 年生で 3 人（30％）、6 年生で 5 人（45％）であった。
一方 NS 群においては、4 年生で 1 人（8%）、5 年生で

















図 7a： S 群 5 年生の身長成長速度曲線 
（Phase2 の 3 名） 
 
どちらの群においても、4 年生、5 年生で各 Phase
における人数の有意な差はみられなかったが、6 年




















図 7b：S 群 6 年生の身長成長速度曲線 



















図 8a： NS 群 4 年生の身長成長速度曲線 
















































































































図 8b： NS 群 5 年生の身長成長速度曲線 



















図 8ｃ： NS 群 6 年生の身長成長速度曲線 






























を 4 年生から 6 年生までの学年ごと分けて反応時間
を見た場合、熟練者群・非熟練者群間において 5 年
生および 6 年生の CRT と LRT で有意に熟練者群の
方が短い反応時間を示した。一方、4 年生では有意

























S 4 年生（10） 10（100） 0（0） χ2=0.8、df=1 N 4 年生（9） 11（92） 1（8） 
群 5 年生（10） 7（70） 3（30） χ2=1.5、df=1 S 5 年生（9） 16（89） 2（11） 








































































び LRT で 4 年生から 5 年生にかけて有意に短縮して
いることがわかる。一方、コントロール群では CRT と
HRT で 5 年生から 6 年生にかけて有意に短縮してい
ることがわかる。そこで、身長成長速度曲線の Phase
分けをみると有意な差は認められなかったが熟練者
群では 5 年生から 6 年生にかけて Phase2 がコントロ
ール群よりも増加する傾向が見られた（p=0.74）。これ





















にならなかったが 4 年生や 5 年生でも熟練者群には
比較的早熟な選手がおり、その影響で熟練者群の
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